
                     　表は，４種類の果樹の生理障害とその要因について示したものである。表中
のア～エに入るものがいずれも妥当なのはどれか。

ア イ ウ エ
１．ナシ 花振るい　　カルシウム　　カキ
２．ナシ 眠り病　　　ホウ素 モモ
３．ウンシュウミカン　　花振るい　　ホウ素 カキ
４．ウンシュウミカン　　眠り病　　　カルシウム　　カキ
５．ウンシュウミカン　　眠り病　　　カルシウム　　モモ

要因生理障害果樹名

秋の高温浮き皮ア
耐凍性の低下による凍害イブドウ

ウ  の局所的欠乏ビターピットリンゴ

前作樹体由来の青酸配糖体が分解されることいや地エ

Administrator
テキストボックス
農業

Administrator
テキストボックス
〔正答番号〕１ ２ ３ ４ ⑤ 



                      コムギに関する次の記述のうち妥当なのはどれか。

１．世界の穀類の生産量においてコムギは，トウモロコシ，オオムギ，イネに次いで
生産量が多く，コムギの最大の生産国はアメリカ合衆国である。

２．コムギのうち，世界で最も生産量が多いパンコムギは同質四倍体であり，次いで
生産量が多いデュラムコムギは異質六倍体である。

３．パンコムギの穂には約 １５ ～ ２０ の節があり，各節に１個の小穂がつき，各小穂に
は複数の小花がつく。

４．パンコムギは，一つの個体内で最初の穂が出穂してから全ての穂が出穂するまで
に約１か月かかる。

５．秋播き性の強いパンコムギの品種を春に播種すると，生育期間が顕著に短くなり，
出穂するものの穂は小さい。
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                      　突然変異育種に関する次の記述のうち妥当なのはどれか。

１．突然変異育種は種子繁殖性植物には用いられるが，栄養繁殖性植物には用いられ
ない。

２．突然変異育種で生じる突然変異の多くは顕性（優性）突然変異であるため，変異
体を選抜することは容易である。

３．放射線を利用した突然変異育種では，変異原としてガンマ線やエックス線が多く
用いられてきたが，近年はイオンビームも多く用いられるようになっている。

４．一つの品種の突然変異育種で複数の変異体が生じた場合，得られた形質が同じな
らば変異した遺伝子も同一である。

５．突然変異育種では変異原によってDNA損傷が生じるので，変異原処理した個体
の後代に当たる個体のほとんどで表現型の変化が生じる。
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                      　表は，ある切り花で，遠赤色（FR）光の照射が成長・開花に及ぼす影響を
調べるため，照射時間帯と照射強度を変えてFR光照射処理を行った結果を示している。
この表に関する次の文中のア～エに入るものがいずれも妥当なのはどれか。

この切り花はFR光照射により，　ア　 から 　イ　 への転換が早まり，　ウ　 が促
進される。その効果の程度は照射時間帯と照射強度によって異なるが，FR光照射を行
う 　エ　 が暗黒となる条件において，より効果が大きい。

ア イ ウ エ
１．栄養成長　　生殖成長　　節間伸長　　前
２．栄養成長　　生殖成長　　節間伸長　　後
３．栄養成長　　生殖成長　　本葉形成　　前
４．生殖成長　　栄養成長　　節間伸長　　後
５．生殖成長　　栄養成長　　本葉形成　　前

開花までの
葉数

切り花長
（cm）

処理開始から
開花までの日数

照射強度
（W/m2）照射時間帯

５４８４１７０－無処理
５４８５１７００．００５

日の出前
（３時間照射） ５２８８１６６０．０５

５０９８１６１０．１
５２９０１６００．００５

日没後
（３時間照射） ４８１０５１４７０．０５

４４１２７１３７０．１
＊１１ 月１日定植，照射処理開始
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                     　日本の外来昆虫に関する次の記述ア～エのうちには妥当なものが二つある。
それらはどれか。

ア．ウリミバエは，南西諸島に侵入した害虫である。幼虫が様々な野菜や果実を食害し
て大きな被害を与えていたが，性フェロモンを用いた大量捕獲（誘殺）法により根
絶に成功した。

イ．セイヨウオオマルハナバチは，ヨーロッパから導入された昆虫である。施設栽培ト
マトの受粉に貢献しているが，逃げ出したものが野生化して生態系を攪乱するおそ
れがある。

ウ．イネミズゾウムシは，北米から侵入した害虫である。成虫が土中に潜り，イネの根
を食害する。

エ．クビアカツヤカミキリは，近年侵入した害虫である。幼虫がサクラ，モモ，ウメな
どの樹幹内を食害して枯死させてしまう。

１．ア，ウ
２．ア，エ
３．イ，ウ
４．イ，エ
５．ウ，エ
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                      土壌の生成と分類に関する次の記述のうち妥当なのはどれか。
１．岩石（母岩）は風化作用を受けて土壌の母材となる。風化作用は温度変化などに
より岩石が物理的に細粒化される過程であるため，母岩と母材の化学的組成は同
じである。

２．母材から土壌が生成する過程では，植物や土壌生物の影響も受けて土層の分化が
進行する。

３．黒ボク土は火山周辺に広く分布する土壌で，世界の農耕地土壌の約 ５０ ％を占め
ている。

４．赤黄色土は，北海道や東北地方の高山帯～亜高山帯の針葉樹林帯のような冷涼，
湿潤な気候条件下で生成する。

５．泥炭土は湿性植物が母材になってできた土壌であり，日本では九州地方に多く見
られる。
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                      　植物細胞の構造と機能に関する次の記述ア～オのうちには妥当なものが二つ
ある。それらはどれか。

ア．細胞壁は細胞全体を包み，形態を固定する役割をもつ。木本植物の細胞壁には構造
的強度を高めるためにキチンが多く含まれる。

イ．葉緑体は二重膜に包まれる。その内部には扁平な袋状構造のチラコイドがあり，液
相部分であるストロマに囲まれている。

ウ．ミトコンドリアはタンパク質合成の場であり，一重膜に包まれる。膜はひだ状にな
り，クリステと呼ばれる構造を形成する。

エ．液胞は二重膜に包まれ，アミノ酸や二次代謝産物などを貯蔵している。細胞が成長
しても液胞の大きさはほとんど変化しない。

オ．ゴルジ体は扁平な袋が層状に配列した構造をしており，タンパク質に糖鎖を付加す
るなどの修飾を行う。

１．ア，ウ
２．ア，エ
３．イ，エ
４．イ，オ
５．ウ，オ
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                      　植物の光合成に関する次の記述のうち妥当なのはどれか。

１．光合成系には光捕集系，電子伝達系，ATP合成系，CO2固定系があり，これらの
うちでCO2固定系はチラコイド反応と呼ばれる。

２．光合成に関わる色素分子の大部分は光エネルギーを化学エネルギーに変換する色
素であり，光を吸収してそのエネルギーを他の色素分子に伝える集光性色素は色
素分子のごく一部である。

３．光合成細菌は光化学系Ⅰと光化学系Ⅱの二つの光化学系をもつが，植物は光化学
系Ⅰのみをもつ。

４．カルビン回路の第一段階では，CO2がリブロース － １， ５ － ビスリン酸との反応に
よって固定される。

５．Rubiscoが触媒するカルボキシラーゼ反応，オキシゲナーゼ反応ではともに二炭
糖が生じる。
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